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定格責苛中は、アウトリカを水平聖土上に認署ル圭と　の構て、コくiより上料はクレーンの

強度にl！つき、下イロ揖クレーンの安定に笠ついています

㌃措き■1・：川iは、つり言1一・Hlこフソクlト定　童笹7，ノク　銅HJ‥揃撃フック：20ri′を含んた

∫LJlモー示し．よす

3　クレーン作賞は、√iミ「H t三幸一任を鑑賞と；ノて作羊を祥一こてくたさい

・ミ　チルトへノト・、fごては、仏すi苅一，フソク　じ！ジ隼　を便消してたさい

5　　毘フーム山さにおけるフックのワイヤローブ漂救華甥屠こ雛は、下婆，のとおりてすなお、ロ榊

フl／そ、ゴけこ状瑚笥燕はLS＝以下です

ナームトさ ��5．か「 �MⅧ　呈　一三rGr，：宣17、6Tl �チルトへJ：ノド 

碁泄 �ゝ敢 �∠：1 �㌃‾‾コ‾ヨ‾’‾＝‾‾‾に‾▲山喜〟】仙仙「て「　－ 　　　　弓 

6．三一滴滞下は好捕托してフリグのみ研葦下するときに便弼蚤．てくださいやむなかぐ掛澗を日

出机下する州冶【二は、定積害等一昔沖のト引甘下けこたし、CMプ，二三て当たりの荷・トは0．3t

以下）とし、ユ．㌍なプレねキ；・袋作は避けてください

こ使用になる；別こ必要な拝絡

クレdンの浦堆 �甜作業　　を　　東南の誰霊云 

小型手写勤式クレ叫ン 碓箋・寅吉貴紙講喜ナ竺了止 �董附技能議蕎 �語二滴日　用琵忙免詰 

●クレピーンに糾して軋　一拍順や裾lこiJこか遁きりさflよす

●雄裾の労働基珊濫判明に日、紺川呈たしてからお使いた　い

●泊路を通j守る場合は　■伸輔材樟語働した状態で適者比てください

●訂抑lいたし三一目黒ぶ．；よ．三七三1ナ’ごとJIJJめ，こUIかれり睾賄・エ‾i▲小！；「㌻もみ悠‾i～）j’ごこいを一、二七さい
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幸せと感動を伝える創造企業
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